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2. ブニアウイルス科については，蚊類は8種類，41プール517個体を検査し，6プールにPCR陽性を検出した．
3. マダニ類は3種類，20プール114個体を検査し，2プールがPCR陽性であった．
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１．北海道の代表的なヒト吸血性の昆虫・マダニ類におけるブニヤウイルスを中心としたRNAウイルスの保有状況を調査する。
２．そのために必要な、採集・同定・RNA抽出・遺伝子検査・分離培養について、最適な方法を探索する。
３．結果の蓄積から病原性が強いなど問題となり得るウイルスが得られた場合は、感染環や地域における浸淫状況を調査する。
４．他の節足動物媒介性ウイルスも含めた総合的な検査への道筋を探る。

当所ではヒト刺咬性の衛生昆虫類及び媒介感染症について従来から研究しており、道内にはこのような機関は今のところ他にはな
い。さらに，北海道の地理的環境等を考慮した調査が行われなければならず、北海道の研究機関が中心となる必要がある。

吸血性節足動物におけるブニヤウイルス等の保有状況に関する研究

北海道感染症予防
計画、地域保健法

（一財

年度
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500

480

（6条4）、感染症の予防及び感染症の患者に
対する医療に関する法律（28条）

本研究は､SFTSの要因となる媒介動物（マダニ類）及びウイルスについて、h北海道の現状を解析するための調査・研究で
あり、国内ですでに発生のあるSFTS、デング熱などの吸血性節足動物媒介性感染症の道内発生に備える上でも非常に重要
な研究であるため、今後とも着実に研究を進める必要がある。

本研究は、試料の正確な同定、適切な処理、検出及び解析法における先行研究の応用と改良・開発を行い、北海道の現状
を解析するための調査・研究であるが、そのうち１年目に予定していた正確な同定と適切な試料の処理については，計画
通り進んでいる。

１．SFTSウイルスなど病原性の強いウイルスが検出された場合は、注意喚起・予防対策等に重要な情報を提供できる。
２．ウイルスが検出されなかった場合は、他の都府県の状況と比較した上で、危険度が低いなどの判断が可能となる。
３．道としてあらかじめ基礎調査を行いデータを蓄積しておくことで、感染症発生時の住民の不安の除去や風評被害の軽減に寄与す
る。

研究実施 　研究の進捗状況 【 】【 】
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(A)優れている。　　　　　　　(B)良好、適切である。　　(C)やや劣っている。見直しが必要。　
(a)極めて高い、適切である。  (b)高い、適切である。 　 (c)低い、改善の余地がある。

研
　
　
究
　
　
の
　
　
概
　
　
要

研
究
の
進
捗

成
果
の
活
用
策

Ａ・Ｂ・Ｃ

【個別評価】
ａ・ｂ・ｃ
【自己評価】 【説　明】

【総合評価】 【意　見】

直近の研究課題評価結果
平成 年度事前評価

【自己評価】
【総合評価】

○成果の活用策（成果の活用の可能性）

○研究目的

○研究内容（研究目的及び研究内容の適切性）

1,460

1,460

当所単独で実施するが、マダニに関しては研究を行っている旭川医大・北大等と情報の共有や協同を行うことができる。

蚊については平成23-25年度に行った都市部の調査などの結果及びロシアの文献情報，マダニについてはヒトやシカなどにおけるマ
ダニ寄生状況調査のデータを元に，まずヒト刺咬種など衛生上の重要種についてウイルス分離を行うこととした。

○研究背景
・研究ニーズ（重要性・緊急性）

・道が取り組む必要性

・関係機関等との連携・役割分担

26-28

(別記第１号様式)

機 関 名 北海道立衛生研究所
研究責任者
研究担当者

医動物G主幹　 　浦口宏二
主査（衛生昆虫）伊東拓也

他のウイルスも含めた検査法の検討 27-28

重症熱性血小板減少症候群(SFTS)が日本でも見つかったことにより、媒介動物と考えられるマダニ類及び病原体であるウイルスの研
究ニーズは高まっている。北海道では，本症患者は今のところ知られていないが，マダニや蚊などの吸血性昆虫・ダニ類によって媒
介されるウイルス（特にブニヤウイルス）について、道内での存在の有無及び存在した場合の病原性や媒介動物に関するデータを蓄
積することは緊急かつ重要な課題であると考えられる。

当年度 翌年度以降
研究期間及び

所要見込額
（千円）

26

3

昆虫・マダニ試料の採集・同定とRNA抽出方法の検討

　北海道の吸血性昆虫・マダニ類における保有ウイルスをSFTSの有無も含めて明らかにし、これらウイルス性感染症に対する道民の
危険度を評価し、危険性がある場合は予防対策等に寄与する。

～

（ ） （ ）

・これまでの研究成果・知見、外部機関の知見等の活用の考え方

1. 感染症・特定疾患Gより依頼のあった定点調査等による日本脳炎媒介蚊調査及び北海道産蚊類での日
本脳炎ウイルス保有状況調査を行った．その結果，主要媒介種であるコガタアカイエカは検出されず，
さらに，トラップ等で採集した蚊類から日本脳炎ウイルス遺伝子は検出されなかった．

4. これらのPCR陽性例については，さらなる試料の蓄積・解析の後，病原性等に関して詳細な比較・検討が必要と考えられた．
5. 採用したRNA抽出方法では，マダニ成虫なら5個体1プール，蚊成虫なら10個体1プール，蚊幼虫なら20個体1プールが適切であると
考えられた．
6. 吸血性昆虫の遺伝子による同定のための基礎となるDNA配列を収集した（18S rDNA-ITS領域，COI領域など）．

試料及び結果の蓄積

遺伝子検査法の検討

26-28

26-27

○年次別目標（研究計画の適切性）
主な目標（項目） 年次等

○直近の研究課題評価における総合評価意見及びそれに対する取り組み状況（直近評価に対する対応の適切性）


